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　私の専門では、句読点のない漢文

（白文）を読めることが必須であり、

大学院に行くことを目指すようになっ

てから、文学部の漢文講読に潜り込ん

で、進学後の研究に備えました。

　漢文史料を読めても、そこに記され

ている人び

との様子が

脳裏に描けないのであれば、論文のな

かで生き生きとした描写をすることは

できません。中国とはどのような場所

かを体感するためにも、当然に留学を

希望するようになりました。

　そこで、現代中国語の会話能力が必

要になります。恥ずかしながら、学部

時代は単位取得に必要な程度しか勉強

しておらず、簡単な会話ができる程度

でした。今もそうですが、テレビを所

有していなかったので、NHKラジオの

中国語講座や大学図書館の視聴覚室で

自習をして、それなりになったつもり

で、修士１年の夏休みに北京を旅した

のですが、全ての会話を理解するのは

無理でしたし、何よりも現地の生活習

慣がわからずに往生しました。

　留学の機会がめぐってきたのは、

博士課程２

年のときで

す。私の留学先は大学ではなく、ナシ

ョナル・アカデミーにあたる中国社会

科学院歴史研究所でした。大学院生で

あったにもかかわらず、提案した方法

での文献講読会などを開いてもらい、

研究上の知的・人的財産を築くことが

できました。研究の合間に中国各地を

旅してまわり、見聞を広めたことはい

うまでもありません。（担当は東洋法

制史）。
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留学・旅行のススメ

上海国際公共租界工部局

加藤　雄三　法学部准教授

　商学部会計学科の菱山淳教授は専門の財務会計、リース会計の研究を深める

ため、ドイツのケルン大学に2017年３月から１年間、滞在した。ドイツでの研

究や学生の勉学の姿勢などを報告していただいた。

　
ケ
ル
ン
大
学
は
、
ド
イ
ツ
の
エ

ク
セ
レ
ン
ス
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

に
指
定
さ
れ
た
11
大
学
の
ひ
と

つ
。
創
立
は
１
３
８
８
年
。
欧
州

の
大
学
の
中
で
４
番
目
に
古
い
総

合
大
学
で
す
。
会
計
学
研
究
で
も

歴
史
が
あ
り
、
大
学
内
に
は
リ
ー

ス
研
究
所
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
日
本
で
の
忙
し
さ
か
ら
解
放
さ

れ
、
ド
イ
ツ
で
は
自
分
の
ペ
ー
ス

で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
お
か
げ
も
あ
り
、
研
究
が
進

み
ま
し
た
。

　
日
々
の
研
究
場
所
と
し
て
個
人

研
究
室
、
会
計
学
図
書
室
、
受
け

入
れ
先
の
ク
リ
ス
ト
フ
・
ク
ー
ナ

ー
教
授
の
研
究
室
の
ほ
か
中
央
図

書
館
を
利
用
し
ま
し
た
。
大
学
の

食
堂
は
、
朝
７
時
30
分
か
ら
夜
９

時
ま
で
開
い
て
お
り
、
カ
フ
ェ
も

た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
で
毎
日
利
用

し
ま
し
た
。
大
学
を
出
る
の
は
夜

の
９
時
す
ぎ
。
調
べ
物
が
あ
る
と

き
は
さ
ら
に
遅
く
ま
で
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
中
央
図
書
館

で
は
、
深
夜
ま
で
勉
強
す
る
学
生

た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
ク

ー
ナ
ー
教
授
か
ら
、
ド
イ
ツ
会
計

に
つ
い
て
だ
け
で
な
く
、
ド
イ
ツ

で
の
研
究
調
査
の
コ
ツ
な
ど
も
丁

寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

研
究
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
後
の
先
生

と
の
食
事
が
ホ
ッ
と
す
る
時
間
で

あ
り
、
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
租
税
法
の
大
家
で
あ
る

ノ
ー
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
ツ
ィ
ヒ
名
誉

教
授
に
は
私
の
ド
イ
ツ
リ
ー
ス
判

決
に
関
す
る
長
年
の
疑
問
に
答
え

て
い
た
だ
き
、
リ
ー
ス
研
所
長
の

ハ
ー
ト
マ
ン
・
バ
ン
デ
ル
ズ
教
授

か
ら
は
ド
イ
ツ
リ
ー
ス
業
界
の
現

状
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
パ
ッ
サ
ウ
大
学
の
シ
ル

ト
バ
ッ
ハ
教
授
と
ド
イ
ツ
の
会
計

目
的
観
に
つ
い
て
深
い
議
論
を
行

う
な
ど
ド
イ
ツ
の
研
究
者
た
ち
と

良
い
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
学
生
た
ち
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
、
お
お
む
ね
専
大
と
同
じ
科
目

設
定
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
日

本
の
講
義
ス
タ
イ
ル
と
異
な
る
の

は
、
す
べ
て
の
講
義
で
多
く
の
課

題
が
出
さ
れ
る
点
で
す
。
中
央
図

書
館
や
会
計
学
図
書
室
は
、
課
題

に
取
り
組
む
学
生
で
い
つ
も
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。

　
ま
た
、
講
義
の
内
容
は
体
系
を

教
え
る
こ
と
よ
り
も
、
研
究
上
あ

る
い
は
理
論
上
の
重
要
な
点
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
て
い
る
よ
う
で
最

先
端
の
研
究
に
触
れ
る
工
夫
が
な

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
何
よ
り
も
重

視
さ
れ
る
の
が
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
、

極
め
て
厳
し
い
選
考
の
も
と
で
ゼ

ミ
生
が
選
ば
れ
て
い
る
よ
う
で
し

た
。

　
学
生
た
ち
は
食
堂
で
も
学
内
の

ベ
ン
チ
で
も
、
夏
の
屋
外
で
も
、

ど
こ
で
も
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

彼
ら
が
ま
じ
め
に
頑
張
る
姿
を
見

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
う
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

　
在
外
研
究
中
、
留
守
に
し
た
専

大
の
ゼ
ミ
は
石
原
裕
也
教
授
（
商

学
部
）
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
ゼ
ミ
外
活
動
と
し
て
、
他
大

学
の
ゼ
ミ
と
の
論
文
発
表
・
討
論

会
を
企
画
し
て
い
た
の
で
、
ス
カ

イ
プ
を
利
用
し
ゼ
ミ
生
か
ら
論
文

作
成
上
の
質
問
を
受
け
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
応
答
し
ま
し
た
。
時
差

が
あ
っ
た
の
で
苦
労
し
ま
し
た

が
、
今
と
な
っ
て
は
と
て
も
良
い

思
い
出
で
す
。

　
専
修
大
学
会
計
学
研
究
所

（
伊
藤
和
憲
所
長
）
の
「
会

計
学
講
演
会
」
が
７
月
３

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
た
。
同
研
究
所
で
は

会
計
学
会
に
お
け
る
第
一
人

者
を
講
師
に
招
い
た
学
生
向

け
の
公
開
講
演
会
を
年
２
回

実
施
。
今
年
度
は
、
専
修
大

学
会
計
教
育
１
０
０
周
年
・

会
計
学
科
50
周
年
の
記
念
事

業
と
共
催
し
て
い
る
。

　
１
回
目
と
な
る
今
回
は
日

本
知
的
資
産
経
営
学
会
会
長

で
も
あ
る
古
賀
智
敏
東
海
学

園
大
学
経
営
学
部
教
授
（
神

戸
大
学
名
誉
教
授
）
が
「
変

化
の
中
で
の
企
業
会
計
の
系

譜
と
発
展
｜
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
・
ソ
フ
ト
化
・
多
様

化
の
中
で
企
業
会
計
は
い
か

に
変
容
し
、
ま
た
変
容
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
｜
」
を

テ
ー
マ
に
、
企
業
会
計
の
過

去
・
現
在
・
未
来
に
つ
い
て

講
演
さ
れ
た
。
学
生
、
院

生
、
教
員
ら
約
３
０
０
人
が

熱
心
に
聴
講
し
た
。

　
企
業
会
計
の
変
化
の
四
つ

の
波
‥
第
１
の
波
「
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
市
場
経
済
」
の
発
展

と
「
時
価
会
計
」
の
台
頭
・

拡
充
化
、
第
２
の
波
「
グ
ロ

ー
バ
ル
市
場
経
済
」
の
拡
大

に
よ
る
「
会
計
基
準
の
統
一

化
」
の
促
進
、
第
３
の
波

「
知
識
創
造
・
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
」
の
加
速
化
と
「
バ
リ

ュ
ー
・
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

の
登
場
、
第
４
の
波
「
多
様

性
価
値
社
会
」
の
到
来
と

「
統
合
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

の
発
展
に
つ
い
て
、
時
代
、

市
場
、
企
業
、
価
値
観
の
変

化
を
捉
え
た
具
体
的
か
つ
詳

細
な
事
例
を
用
い
て
説
明
が

な
さ
れ
た
。

　
古
賀
教
授
は
、「
今
後
、

第
５
の
波
で
あ
る
『
情
報
革

命
』
に
向
け
て
、
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
・
Ａ
Ｉ
時
代
に
お
け
る

会
計
の
課
題
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
新
し
い
環
境
要
因
や
伝

達
技
法
の
進
化
・
開
発
を
受

け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
新

し
い
認
識
・
思
考
の
枠
組
み

を
打
ち
立
て
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
」と
問
題
提
起
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
企
業
会
計
を

担
う
学
生
た
ち
に
と
っ
て
大

変
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

（
会
計
学
研
究
所
・
国
田
清

志
商
学
部
教
授
）

　「
日
本
に
お
け
る
地
域
経

済
・
社
会
の
現
状
と
歴
史
」

を
共
通
テ
ー
マ
と
し
た
経
済

学
部
経
済
学
科
の
公
開
講
座

が
５
〜
６
月
、
６
回
に
わ
た

っ
て
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

か
れ
た
。
６
人
の
教
員
が
産

業
構
造
、
雇
用
、
貧
困
、
社

会
資
本
、
地
方
財
政
、
ス
ポ

ー
ツ
の
観
点
か
ら
地
域
社
会

が
抱
え
る
課
題
を
論
じ
た
。

　
第
１
回
の
５
月
12
日
は
宮

嵜
晃
臣
教
授
（
経
済
政
策
）

が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展

と
地
域
経
済
の
疲
弊
」
と
題

し
て
講
演
。
国
内
の
従
業
者

数
が
１
９
９
１
年
の
１
９
８

万
人
か
ら
２
０
１
６
年
に
は

99
万
人
と
四
半
世
紀
で
半
減

し
た
電
機
産
業
を
例
に
、
日

本
企
業
の
苦
戦
の
要
因
や
地

タ
ル
化
が
各
地
の
工
場
や
下

請
け
の
人
員
削
減
に
い
か
に

影
響
し
た
か
説
明
。「
電
機

産
業
を
支
え
て
き
た
の
は
周

辺
の
農
村
か
ら
得
た
労
働

力
。
兼
業
先
が
な
く
な
り
農

家
数
の
減
少
に
も
つ
な
が
っ

た
」
と
し
て
、
産
業
の
空
洞

化
は
地
域
経
済
に
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
強
調
し

た
。

　
そ
の
ほ
か
の
講
師
と
テ
ー

マ
は
次
の
通
り
。
▽
長
尾
謙

吉
教
授
「
雇
用
に
お
け
る
地

域
間
格
差
と
今
後
の
展
望
」

▽
小
池
隆
生
准
教
授
「
地
域

生
活
の
困
難
と
住
民
の
意

識
」
▽
永
江
雅
和
教
授
「
地

域
社
会
と
鉄
道
の
歴
史
」
▽

徐
一
睿
准
教
授
「
地
域
経
済

と
財
政
」
▽
飯
田
義
明
教
授

「
地
域
社
会
に
お
け
る
ス
ポ

ー
ツ
の
役
割
と
そ
の
現
状
」

地
域
社
会
が
抱
え
る
課
題
を
講
演

経
済
学
部
公
開
講
座

域
社
会
へ
の
影
響
の
大
き
さ

を
解
説
し
た
。

　
宮
嵜
教
授
は
、
特
に
電
機

産
業
へ
の
依
存
度
が
高
か
っ

た
長
野
県
を
取
り
上
げ
、
企

業
の
海
外
事
業
活
動
、
デ
ジ

多
く
の
聴
講
者
が
熱
心
に
受
講

し
た

５
月
12
日

「
変
化
捉
え
、
将
来
見
通
す
力
を
」

古
賀
・
日
本
知
的
資
産
経
営
学
会
会
長

会
計
学
講
演
会

ドイツ・ケルン大で在外研究
菱山 淳教授

頑
張
る
学
生
た
ち
の
姿
が
活
力
に

街
の
シ
ン
ボ
ル
・
ケ
ル
ン
大
聖
堂

ケルン大学個人研究室での菱山教授

企業会計の変化について語る古賀教授




